
人口：約 2,290 万人（2007 年 6 月末現在）

面積：約 35,500㎢（九州とほぼ同じ面積）

距離：福岡から直線距離で約 1,300㎞

　　　　　（沖縄・石垣島からなら約 100㎞）

　

台
湾
は
、九
州
の
南
、沖
縄
か
ら
更
に
南
西
の
方
角
に
位
置
し
た
、

木
の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
た
台
湾
島
と
そ
の
周
辺
諸
島
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
上
で
発
生
し
た
台
風
の
多
く
が
、
台
湾

付
近
を
通
過
し
て
日
本
に
や
っ
て
く
る
た
め
、
テ
レ
ビ
の
お
天
気

ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
、
日
本
と
台
湾
の
地
図
が
登
場
し
ま
す
。
日

本
と
の
時
差
は
、
わ
ず
か
１
時
間
（
日
本
が
午
前
10
時
の
時
、
台

湾
は
午
前
９
時
）
で
、
福
岡
空
港
か
ら
も
直
行
便
が
１
日
３
往
復

出
て
い
ま
す
。
気
候
は
、
九
州
に
よ
く
似
て
夏
は
蒸
し
暑
く
、
冬

は
温
暖
な
亜
熱
帯
・
熱
帯
と
な
り
ま
す
。

　

台
湾
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
強
い
経
済
力
（
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ

部
品
等
、
電
子
工
業
関
連
な
ど
で
の
加
工
貿
易
に
よ
る
）
を
持
ち
、

日
本
経
済
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
に
つ
い

て
の
水
準
も
高
く
、
大
学
の
進
学
率
も
７
割
を
超
え
、
海
外
、
特

に
日
本
の
様
々
な
文
化
な
ど
へ
の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

台
湾
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

international exchange( 国際交流）

　

７
月
16
日
、台
湾
（
高
雄
市
）
出
身
の
11
歳
の
「
こ

ど
も
大
使
」
４
人
が
桂
川
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・

イ
ン
福
岡
）
が
主
催
す
る
も
の
で
、
今
年
で
20
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
桂
川
小
学
校
を
訪
問
し
、
５
年
生
の

ク
ラ
ス
に
入
り
、
歓
迎
会
や
プ
ー
ル
な
ど
に
参
加
し

ま
し
た
。
５
年
生
に
よ
る
歓
迎
会
で
は
、
歓
迎
の
花

笠
音
頭
に
よ
る
躍
り
や
様
々
な
交
流
ゲ
ー
ム
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
桂
川
小
学
校
の
児
童
は
握
手
と
、

先
生
に
教
わ
っ
た
英
語
や
中
国
語
に
よ
る
あ
い
さ
つ

と
、
後
は
身
振
り
手
振
り
で
お
互
い
の
意
志
を
通
じ

合
わ
せ
、
親し

ん
ぼ
く睦
を
深
め
ま
し
た
。
歓
迎
会
を
開
い
て

く
れ
た
お
礼
に
と
、
こ
ど
も
大
使
か
ら
は
、
台
湾
の

伝
統
的
な
躍
り
や
、
コ
カ
リ
ナ
演
奏
が
披ひ

ろ
う露
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
け
い
せ
ん
「
夢
・
人
・
未
来
塾
」
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
主
催
の
歓
迎
会
で
は
、
コ
マ
・
け
ん
玉

な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
や
、
陶と

う
ば
ん板

へ
の
絵
付

け
体
験
な
ど
を
経
験
し
た
あ
と
、
ソ
ー
メ
ン
流
し
を

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

▲ 写真後列左からジェイスン、ライアン、マックス、
ケリー。桂川町のホストファミリーの子どもたちと記
念撮影。4 人の将来の夢は、医者や音楽家だそうです。 

・
台
湾
か
ら
「
こ
ど
も
大
使
」
が
桂
川
町
に

　

 

習
字
に
も
挑
戦
。「
友
」
の
文
字

を
み
ん
な
で
書
き
ま
し
た
。

▲

台湾（台北）

日本（沖縄）

日本（福岡）福岡⇔台北
直行便で約２時間

台湾（高雄） 日本（石垣島）

台北⇔高雄
約1時間

５頁	 平 20. 広報けいせん ９月	

桂
川
の
夏（
国
際
交
流
編
）


